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国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施

設
勘
定
歳
入
、
歳
出
追
加
予

算
(
第
一
回
)

て

魚
津
水
族
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
設
定

の
件

一
、
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
迂

営
協
議
会
委
員
委
嘱
の
件

公
益
を
代
表
す
る
者
と
し
て

魚
津
市
大
字
大
光
寺
町
主
二

千

田

源

次
郎

魚
津
市
大
字
下
村
木
町
=一
八九
五

稲

沢

弥

一

の
二
名
が
委
嘱
さ
れ
る
こ

と

な
り
ま
し
た
。

一、

市
債
借
入
及
び
償
還
方
法

変
更
の
件
の
専
決
報
告

川
昭
和
三
十
年
度
上
水
道
事

業
費

同
片
貝
小
学
校
増
改
築
事
業
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費
付
昭
和
三
十
年
度
河
川
災
害

復
旧
事
業
貸

付
昭
和
三
十
年
度
決
林
災
害

復
旧
事
業
資

以
上
四
件
の
償
還
方
法
が
変

更
さ
れ
た
分
の
専
決
報
告

て

東

部

中
学
校
西
布
施
分
校

々
舎
買
収
の
件
専
決
報
告

一
、
昭
和
三
十
年
度
魚
津
市
蔵

入
、
成
出
追
加
予
算
(
第
十

回
)
専
決
報
告

一、

市
債
の
う
ち
公
募
依
の
借

入
及
び
償
還
方
法
専
決
報
告

(
六
、
三
制
犯
備
事
業
資
)

一、

金
庫
事
務
取
扱
い
に
関
す

る
件
専
決
報
告

一、

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

‘設
定
の
件
専
決
報
告

魚津市友道

中部印刷株式会社

水

族

舘

で

水
産
研
究
会
を
開
催

東
山
な
ど
に
近
く
通
水

定
問
網
の
制
史
家
、
氷
凡
市

一
で
、
会
員
及
び
定
置
網
漁
業
者

宇
波
、
澗
升
光
一
、
京
軒
伶

二

の
参
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

両
氏
を
説
仰
と
し
て
れ
き
、
次

一
一
、
期
日

の
と
お
り
市
水
政
研
究
会
の
先

一

霞
網
部
会
を
開
催
致
し
ま
す
の

二

、印
刷
所

6 月

七
月
十
四
日
(
土
)

=
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第
七
森
林
区
(諸

Jh剛
)

の
森

林

調

室

始

ま

る

森
林
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和

二
十
六
年
八
川
一
日
か
ら
突
施

に
う
つ

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
よ

く
御
存
じ

の
こ
と
L

思
い
ま
す

こ
れ
は
過
去
に
お
け
る
無
計
四

伐
採

に
よ
る
森
林
の
荒
廃
を
、

速
や
か
に
復
旧
さ
せ
る
の
が
、

そ
の
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
森
林
の
羽
引
調

査
が
全
問
の
全
紙
林
に
わ
た

っ

て
実
施
さ
れ
、
そ
の
調
議
結
果

に
よ
り
、
制
伐
の
均
街
を
保
っ

て
、
森
林
を
計
画
的
に
経
営
し

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

従

一
林
資
源
の
保
続
倍
誌
と
、
国
土

来
や
-A

も
す
る
と
、

本
調
去
に

一
の
保
全
を
図
る
た
め
、

造
林
、

対
し
、
森
林
所
有
者
の
方
々
に

一
治
山
、
林
道
そ
の
仇
総
べ
て

の

お
か
れ
て
は
、
誤
解
し
て
お
ら

一
基
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
調

れ
る
よ
う
に
き
か
さ
れ
た
の
で

一
指
の
趣
旨
を
充
分
御
認
識
の
上

す
が
既
に
今
期
間
に
よ
っ
て
経

一
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

験
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
森

一
し
ま
す
。

て
い
た
ど
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
第
七
森
林
区
に
つ
い

て
も
、
昭
和
二
十
六
咋
に
第

一

回
の
森
林
調
査
が
行
な
わ
れ
翌

二
十
七
年
度
か
ら
五
年
間
そ
の

実
施
期
間
と
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
丁
度
本
年
度
で
期
間
が

終
り
ま
す
の
で
、
再
度
森
林
の

現
況
を
調
査
し、

現
在
の
森
林

-一

北
洋
に
お
け
る
母
船
式
鮭
怖

に
適
合
し
た
計
画
を
再
作
製
す

一一
漁
業
は
、
ソ
聯
の
漁
業
制
限
問

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一一題
に
か
ら
み
、
船
団
の
編
成
も

そ
の
た
め
来
る
七
月
三
日
か
ら

一一
最
初
よ
り
変
更
さ
れ
、
特
に
調

県
林
務
課
の
調
査
班
が
三
地
区

~一

l

l.

-盗
品
川
の
殆
ん
ど
が
出
漁
倖
比
矢

に
入
山

L
、
調
査
を
開
始
才
る

一
・

L」

ω

一
比
一
漁
蕩
ダ
引
急
場
げ
f
b
L
と
一に

一
な
り
、
当
市
団
員
約
二
一
一

O
名

一が
そ
の
た
め
帰
郷
の
止
む
な
き

一
に
至
っ
て

い
ま
す
。

一
新
編
成
に
よ
る
操
業
海
域
、

一
船
団
名
、
所
属
会
社
名
、
団
員

一
乗
船
々
名
、
団
員
代
表
者
名
、

団
員
数
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

。
ア
リ
ユ

i
シ
ャ
ン
海
域

。
明
晴
丸
船
団

(
日
魯
漁
業
)

北
晃
丸
、
浜
岸
突
外
五
名
。
八

有
漁
丸
、
板
倉
豊
吉
外
八
名
。

=
二
千
代
喜
丸
、
後
藤
政
吉
。

八
北
進
丸
、
四
十
万
兵
一
外
八

点
官
。
。
栄
光
丸
船
団
(
日
魯
漁
業
)

八
恵
久
丸
、
油
木
精
次
0

0
宮
島
丸
船
団
(
日
本
水
産
)

き
よ
丸
、
浜
崎
隆
造
。
三
立
山

丸
、
米
沢
政
吉
外
六
名
。
五
立

山
丸
、

宮
川
元
次
郎
外
六
名
。

ニ
富
山
丸
、
泊
本
政
雄
外
十
六

名
0
0
鹿
島
丸
船
団
(
日
本
水
産
)

ニ
O
勝
運
丸
、
高
岸
政
一

外
五

名
。
三
起
屋
丸
、
四
十
万
幸
次

郎
外
二
名
。
七
平
漁
丸
、
住
吉

樹上る V ，...，..tl崎新柳は な行近 し工が急、つ作積春水 神 着
枕水 3もにーの 及 、東 こ つう くた 事 、いて 業雪予道 地工昨
で道の給六回び 天 山のたこ 通 のがこで工まで想は区 し年
分 水で本-→地東神、水。と水で竣のい 事 で 除外 、簡た 度
水を、 -す戸広 尾 野 背道 にを、功程たを行雪の今易天に

区 のい 設地等も、管が管て住要ポ送然簡東千 し停ン し
受多 る費司区の及七の長のい居しン水流易城百工て電プ減
益いががに点ん二'みく布るがたプに下水及万費あにに菌
者こ 、増 比でで O で 、設 た 点こ旅 比に道び円はる備よの
はの起しし、い 米一配延め在 と設 ベ よの日で約ー。えつ上
、地伏て建他るに四水 長 、しゃを、る白尾 、壱 予て

備圧十
動送五
力す 馬
も る力
設がの
備、ポ

期健河
待衛 川
さ生 水
れ上の
て、 飲

い 特 用
ま に か
すそ ら
・0 の 免
効れ
J県
， iJ ~ 保

写
真
上
は
東
山
橋
に
架
設
の
配
水
管

下
は
横
枕
の
集
水
井
ポ
ン
プ
室

市
出
漁
団
員
の
乗
組
む

船
団
の
編
成
に
つ

い
て

岩
次
郎
外
七
名
。
常
栄
丸
、
魚

岸
良
市
一
外
八
名
。
五
六
大
栄
丸

島
崎
元
吉
外
三
名
。
五
八
正
徳

丸
、
長
谷
川
鎌
悦
外
一
名
。

。
極
山
丸
船
団
(
極
洋
捕
鯨
)

入
金
勢
丸
、
小
路
作
大
郎
外
事

二
名
。
八
大
勢
丸
、
乱
島
賢
士
4

外
十
二
名
。
二
立
山
丸
、
四
主

附
清
外
六
名
。

一
O
一
沌
丸
、

住
旧

一
郎
外
九
名
。
一
一
一
一
蛸
島

丸
、
浜
岸
政
喜
外
六
名

。
旭
光
丸
船
団
(
日
魯
漁
業
)

六
善
知
鳥
丸
、
一
口岡山岸
作
治
外
九

名
。
一
二
三
喜
久
丸
、
朝
野
由
松

二
神
徳
丸
、
高
岸
正
一
0

0
照
玉
丸
船
団
(
北
海
道
公
社
)

瑞
宝
丸
、
岡
崎
作
次
郎
外
七
名

一
根
室
丸
、
辻
谷
義
雄
外
七
名

二
根
室
丸
、
中
村
助
松
外
十
三

名
。
八
花
咲
丸
、
大
森
喜
三
外

十
五
名
。
海
洋
丸
、
新
与
吉
外

十
三
名
。
宗
谷
丸
、
浜
崎
保
外

一
名
。

一一

大
吉
丸
、
甥
谷
菊

松
外
七
名
。

。
朝
光
丸
船
団

(
函
館
公
海
)

栄
丸
、
古
金
喜
一
外
六
名
。

一

力
丸
、浜
川
重
雄
外
四
名
。
三
五

大
国
丸
、
金
三
津
盛
吉
外
四
名

。
目
安
丸
船
団
(
宝
幸
水
産
)

一
O
迎
日
丸
、
大
西
才
治
外
十

五
名
。
一
五
つ
ね
丸
、
橋
本
正

一
外
八
名
。

。
オ
リ
ユ

l
ト
ル
海
域

動，
.. 齢劃
配
酢
副
劃
町
F
U臥
E
目
目
臥
町
制
F
L肘
む

し

U
U引

ど
ろ
棒
は
、
自
転
車
陥
ど
手

一
食
街
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
街
の
雄
一
荷
物
や
胞
な
ど
を
以
外
し
て
お

っ
と
り
早
く
盗
み
や
す
い
も
の

一
場
で
盗
ら
れ
る
も
の
が
比
般
的

一
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

は
な
い
と
う
そ
ぶ
い

て
い
ま

一
に
多
い
の
で
す
が
、
硫
場
だ
け

一
八V
特
に
夕
方
か
ら
、
夜
間
に
か

す
。
こ
れ
は
自
転
車
が
難
で
も

一
に
限
ら
示
、
無
雑
作
に
置
か
れ

一
け
て
は
、
自
転
車
の
始
末
を
充

持
っ
て
お
り
、
ま
た
道
路
、
そ

一
て
あ
る
と
こ
ろ
で
よ
く
狙
わ
れ

一
分
に
し
て
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

の
他
屋
外
に
無
靴
作
に
お
か
れ

一
て
い
ま
す
。
ま
た
時
間
で
は、

一
し
ま
し
ょ
う
。

て
あ
る
た
め
に
、
よ
ほ
ど
で
な

一
夕
方
六
時
頃
か
ら
八
時
頃
ま
で

一

一

目
t

t

一
O
遊
技
場
、
映
岡
部
、

官
庁
等

い
限
り
あ
や
し
ま
れ
な
い

こ
と

二
番
多
く
盗
ら
れ
て
お
り
、
次
一

や
、
解
体
が
容
易
で、

発
見
が

一
に
尽
の
日
中
、
夜
の
順
と
な
っ

一
日
頃
自
転
車
の
た
く
さ
ん
集
る

仲
々
賄
し
い
と
い
う
こ
と
に
あ

一
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
大
部

一
と
こ
ろ
で
は
、

管
制
者
の
方
で

る
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
か
、

一
分
の
九
訓
ま
で
が

「
一
寸
の
間

一
適
当
な
置
場
を
設
け
る
と
か
、

自
転
車
の
盗
難
は
窃
経
犯
の
中

一
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
安
心

一
監
視
人
を
お
く
よ
う
附
債
を
と

で
一

番
多
く
、

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

っ
て
下
さ
い
。

全
体
の
で
宏

ぺ

以

ー回

転

車

盗

難

を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

以

O
ま
た
自
転
車

を
占
め
て
い
る

×

¥
一

×

の
能
札
は
必
ず

の
泌
す
が
、
こ

ふ

H

鍵

を

忘

れ

ず

に

H

以

受

け
(
無
鍛
札

の
発
見
検
挙
が
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×

は
魚
津
市
条
例

非
常
に
困
難
な
状
況
で
す
。
最
一

し
て
自
転
車
に
鎚
を
か
け
ず
に
一
で
三
万
円
以
下
の
泊
料
)
も
し

近
県
下
で
自
転
車
盗
難
の
状
況
一
放
っ
て
お
い
た
も
の
が
盗
ら
れ

一
被
告
に
か
L

っ
た
と
き
は
、
す

は

、
昭
和
二
十
七
年
が
五

九

一て

い
る
の
で
す
。
お
五
に
次
の

一
ぐ
枇
官
接
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

六
台
、
二
十
八
年
七
六

O
台
、

一
点
を
守
っ

て
被
告
の
か
L

ら
ぬ
一

〈〉
自
転
車
山
や
古
物
商
、
百
屋

二
十
九
年

一、

0
0
九
台
、
三
一
ょ
う
充
分
注
芯
し
て
下
さ
い。

一
間
を
始
め
¥

一
般
か
れ
で

i
i

十
年
一

O
一
五
台
、ι、
毎
年
上
一

0
自
転
車
に
完
全
な
鍵
を
と
り

一
鑑
札
な
ど
、

あ
…
口
ド
自
転
一
判

昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

一

一

こ
れ
は
毎
日
、
県
下
の
ど
こ
か
一
つ
け
、
然
も
確
実
に
か
け
て
お
一
を
売
り
込
み
、
交
換
、
質
入
等

t
一
き
ま
し
ょ
う
。
鍵
は
怖
か
ぎ
に

一

で
、
ニ
台
か
ら
三
台
の
自
転
車

一
し
て
、
前
車
輸
に
か
け
た
方
が

一
叫
来
た
場
合
は
い
不
正
で
な
い

が
盗
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
一
効
果
的
で
す
。

一
ヵ
充
分
権
め
て
枇河川妓

へ
必
ず
述

ま
す
。
盗
ら
れ
る
場
所
と
し
て
一

〈〉

一
寸
の
川
市
で
も
自
転
車
は
一
絡
し
て
下
さ
い
。

は
、
メ
チ
ン
コ

屋
、
映
画
館
飲

一
必
ず
目
の
周
く
と
こ
ろ
に
世
き

一

(

魚
津
川
町
察
署
同

J

・‘

富
川
筋
左
岸
湯
土
地
先

河

川

工

事

竣

功

一
で
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

一

本

工
事
の
竣
功
に
よ
り
、

水

一
容
に
対
す
る
危
険
を
一
部
脱
し

一沿
岸
民
か
ら
喜
こ
ば
れ
て

い
ま

四
米
を
工
費
六
十
一
万
五
千
円
一
す
oJ

昭
和
三
十
年
災
害
の
う
ち
、

宮
川
筋
左
岸
湯
上
地
先
の
護
岸

が
欠
壊
し、

国
庫
認
証
の
関
係

上
現
在
ま
で
放
置
さ
れ
て

い
ま

し
た
が
、

今
度
総
延
長
五
四
、

。
喜
山
丸
船
団
(
日
魯
漁
業
)

六
恵
久
丸
、

小
竹
秀
松
外
七
名

二
五
大
国
丸
、
横
田
要
作
外
十

二
名
。
八
若
汐
丸
、
金
三
津
勝

栄
外
三
名
。
雄
山
丸
、
米
国
又

造
外
十
名
。
六
若
汐
丸
、
木
下

勝
美
0

0
厳
島
丸
船
団

(
報
国
極
洋
)

富
山
丸
、
魚
崎
伊
次
郎
外
七
名

三
共
進
丸
、
四
十
野
健
土
口
外
六

名
。

去
る
六
月
二
十
九
日
市
役
所

に
お
い
て
、
定
例
市
議
会
が
開

か
れ
、
次
の
議
案
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
昭
和
三
十
一
年
度
魚
津
市

歳
入
、
歳
出
追
加
更
生
予
算

(
第
二
回
)
主
な
る
追
加
は
、

川
土
地
区
画
整
理
費

七、

0
0
0
、
0
0
0円

例
東
部
中
学
校
四
布
施
分
校

買
収
費

三
、
三
四
四
、
八

O
O円

付
保
育
所
新
築
費

一
、
二

五
七
、
三
八

O
円

付
住
宅
費

一
、
一
九

O
、

0
0
0円

一
、
昭
和
三
十

一
年
度
魚
津
市

国
民
健
康
保
険
歳
入
、
歳
出

追
加
予
算
(
第
一
回
)

一
、
昭
和
三
十
一
年
度
魚
津
市

。
オ
コ
ッ
ク
海
域

。
信
機
丸
船
団
(
日
魯
漁
業
)

一
五
松
栄
丸
、
平
崎
庚
次
外
十

四
名
。
北
越
丸
、
貫
和
政
二
外

四
名
。
第
三
宮
山
丸
、

高
橋
政

土
日
外
九
名。

。
天
洋
丸
船
団
(
北
海
道
公
社
)

欣
照
丸
、
村
田
長
次
郎
外
六
名

二
共
恵
丸
、
河
岸
留
吉
外
三
名

な
お
慰
問
文
等
を
出
す
場
合

の
名
宛
は
、
所
属
会
社
住
所
に

船
団
名
、
来
、船
々
名
、
代
表
者

名
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

船
団
所
属
会
社
住
所
は
左
記
の

通
り
で
す
。コUz--n

 

。
日
魯
漁
業
株
式
会
社
、
東
京

都
千
代
田
区
丸
の
内
、
丸
ピ
ル

四
階
。
日
木
水
産
株
式
会
社
、
東
京

都
千
代
田
区
丸
の
内
、
東
京
ピ

ル
五
階

。
極
洋
捕
鯨
株
式
会
社
、
東
京
『

都
千
代
田
区
丸
の
内
、
丸
ピ
ル
一

三
階

『

O
北
海
道
漁
業
公
社
、

北
海
道
一

函
館
市
鵠
岡
町
三
六

一

O
函
館
公
海
漁
業
株
式
会
社
、

一

函
館
市
西
浜
町
二
九

一

O
宝
幸
水
産
株
式
会
社
、
東
京

一

都
中
央
区
新
宮
町
三
丁
目
二
一
-

O
報
国
水
産
株
式
会
社
、
東
京
守

都
中
央
区
小
田
原
町
一
ノ
一
一
一
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

防

除

に

御

協

力

を

昨
年
か
ら
本
市
に
発
生
し
た

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
本

年
も
幼
虫
の
大
発
生
を
見
つ
L

あ
る
の
で
、
市
に
お
い
て
防
除

の
徹
底
を
期
し
た
い

の
で
次
の

よ
う
に
御
協
力
願
い
ま
す
。

一
、
昨
年
発
生
し
た
地
域
及
び

そ
の
週
辺
は
厳
重
に
注
意
し

小
枝
、
葉
等
に
く
も
の
巣
に

包
ま
れ
た
中
に
若
令
幼
虫
が

い
集
し
て
い
る
か
ら
、
分
散

し
な
い
う
ち
に
切
取
り
焼
却

し
、
成
虫
、
摘
は
発
見
次
第

捕
殺
す
る
こ
と
。

二
、
特
に
次
の
樹
積
に
寄
生
す

る
か
ら
特
に
注
意
す
る
こ
と

サ
ク
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ポ
プ
ラ

カ
キ
、
ク
ワ
、
シ
ン
ジ
ュ
、

プ
ラ
タ
ナ
ス
等

三
、
幼
虫
発
生
の
時
期

第
一
化
六
月
下
旬

t
七
月
中
旬

第
二
化
八
月
下
旬

t
九
月
中
旬

四
、
発
見
次
第
速
や
か
に
市
農

林
課
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

防
除
を
実
施
し
、
積
極
的
に

協
力
を
願
い
ま
す
。

六
月
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
五
日
ま
で

六
月
十
一
日
(
月
)

急
施
臨
時
市
議
会
開
他

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

全
十
二
日
(
火
)

参
議
院
議
員
選
挙
公
示

魚
津
地
区
民
生
委
員
会
開
催

全

十
三
日
(
水
〉

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
似

全

十
六
日

(
土
)

就
業
構
造
基
本
調
査
打
合
会

開
催

全
十
八
日
(
月
)

市
議
会
建
設
委
員
会
開
問

全
十
九
日
(
火
)

市
内
公
民
館
長
会
議
開
催

全
二
十
日
(
水
)

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

建
設
省
金
沢
営
繕
工
事
事
務

所
長
等
が
労
災
病
院
の
件
に

つ
き
来
市

全
二
十
二
日
(
金
)

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
似

全
二
十
五
日
(
月
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
似

暑
中
見
舞
用
ス
タ
ン
プ
を

御

利

用

下

さ

次
の
よ
う
な
暑
中
見
舞
用
ス

タ
ン
プ
が
郵
便
局
の
窓
口
に
備

え
つ
け
て
あ
り
ま
ず
か
ら
精
々

御
利
用
下
さ
い
c

レミ

後

光

灯

に

よ

る

フ
ジ
オ
の
雑
音
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

最
近
蛍
光
灯
が
普
及
す
る
に

つ
れ
て
、

蛍
光
灯
に
よ
る
雑
音

が
入
り
、
折
角
楽
し
い
ラ
ジ
オ

も
聞
き
に
く
い
と
云
う
声
が
、

大
変
多
く
な
っ

て
来
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
こ
の

雑
音
が
防
止
で
き
ま
す
。
皆
さ
-

ん
の
御
協
力
で
雑
音
の
な
い
町

に
致
し
ま
し
ょ
う
。

蛍
光
灯
の
雑
音
は
、
直
接
空

中
を
伝
っ
て
来
る
も
の
と
、
電

灯
線
を
伝
っ
て
来
る
も
の
と
こ

つ
に
分
れ
ま
す
。

雑
音
防
止
に
は

一、

蛍
光
灯
か
ら
直
接
空
間
を

伝
っ
て
く
る
も
の
は
、
ラ
ジ

オ
を
蛍
光
灯
か
ら
一
一
、
七
米

以
上
隊
せ
ば
入
り
ま
せ
ん
。

離
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

ラ
ジ
オ
の
向
を
変
え
て
、
最

明
る
い
生
活
は
!
-

あ

な

た

の

一

票

、で

i
L

.

3
r
 

い
よ
/
¥
七
月
八
日
(
日
)
一
挙
で
あ
る
こ

と
等
、
政
治
的
な
一
正
な
批
判
と
良
識
に
よ
る
公
明

に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
一
意
義
は
総
選
挙
に
お
と
ら
な
い
一
な
選
挙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

れ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、

参一

く
ら
い
重
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
一
こ

と
は
論
を
侠
つ
ま
で
も
あ
り

議
院
側
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら

一

こ
の
様
な
重
大
な
時
期
に
お
一
ま
せ
ん
。
公
正
に
し
て
明
朗
な

四
回
目
の
通
常
選
挙
で
あ
り
ま
一
け
る
選
挙
に
は
、
選
挙
人
の
厳
一
選
挙
権
の
行
使
に
期
待
し
ま
す

す
。
通
常
選
挙
で
は
全
国
区
、

一

ー
ー
ー
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-

地
方
区
の
そ
れ
ぞ
れ
半
数
が
改
一

圏
噌
園
田
磁

a繭
臨
匝

-
E・
E
曙，

a喝
a・
・
・
噌
櫨
轟
園
自

選
さ
れ
、

全
国
区
は
欠
員
一
一
名
一

阻

匡

識

偏

幅

一

一

日

聞

記

屈

の
補
欠
選
挙
を
同
時
に
行
う
の
一
圃
F
匝
圃
F
副
臨
静
置
邑
圃
闇
静
止
圃
臨
圃
圃
E
F副
園
調
圃
・

で
五
十
二
名
、
地
方
区
七
十
五
一

名
、
合
計
百
二
十
七
名
の
新
議
一
夏
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
食
一
気
温
が
上
る
と
、
体
内
で
ピ

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
一
欲
が
お
と
ろ
え
、
栄
養
が
十
分
一
タ
ミ
ン

即
や
C
の
消
粍
が
多
く

す
。
さ
て
参
議
院
は
、
衆
議
院
一
で
な
く
な
り
、
睡
眠
不
足
も
手
一
な
る
の
で
、
い
つ
も
よ
り
た
く

に
比
べ
て
第
二
院
と
よ
ば
れ
て
一
つ
だ
っ
て
、
疲
労
を
翌
日
に
も
一
さ
ん
こ
れ
ら
の
栄
養
を
補
う
必

お
り
、
そ
の
選
挙
も
衆
議
院
の

一
ち
こ
す
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
一
要
が
あ
る
。
ま
た
発
汗
の
た
め

総
選
挙
に
く
ら
べ
て
、
や
L

も

一
食
欲
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
一
水
分
や
塩
分
は
欠
く
こ
と
が
で

す
る
と
関
心
の
薄
い
の
を
通
例
一
口
に
あ
っ
た
淡
白
な
も
の
ば
か
一
き
な
い
。
こ
れ
は
食
欲
や
胃
の

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一
り
食
べ
て
い
る
と
栄
養
は
お
と
一
働
き
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に
な

今
回
の
場
合
は
い
わ
ゆ
き
る
一
二
ろ
え
、
い
つ
ま
で
も
疲
れ
が
回
一
り
ま
す
。

大
政
諜
対
立
下
、
初
の
全
国
選

一

復

し

な

い

。

一

と

く

に

多

く

と

り

た

い

食

べ

物
と
し
て
、
お
米
は
七
分
づ
き

で
麦
を
適
度
に
食
べ
る
と
脚
気

予
防
に
な
る
。
ま
た
魚
や
肉
類

家
畜
定
期
検
査
と

桝
切
断
矧

予
防
注
射
に
つ

昭
和
三
十
一
年
度
夏
期
家
畜

一
馬
の
流
行
性
脳
炎
の
予
防
注
射

定
期
検
査
と
牛
の
流
行
性
感
閏

一は
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

地
区
一
場

計

一
定
期
検
査
、
第
一
回
牛
流
一
第
二
回
牛
流
感

一

一

感

、
馬
の
脳
炎
注

射

旦

注

射

片
貝
一
小
学
校
一
七
河
四
日
午
前
一
七
月
九
日
午
前

加

積

一

。

一

。

七

日

午

前

干

一

目

前

八

時

t
十
時

道
下
一
農
協
一
。
七
日
午
後
干
一
目
前
十
一
時

1
十
時

松

倉

一

小

学

校

一

。

十

日

午

前

干

三

日

午

前

な
お
下
中
島
、
上
中
島
、
上

一
ま
し
た
か
ら
、
検
査
洩
れ
の
方

野
方
、
下
野
方
、
経
由
、
天
神
一
は
最
寄
り
の
地
区
で
受
け
て
下

西

布

施

は

既

に

六

月

中

に

終

り

一

さ

い

。

「

ジ

ャ

ズ
特
集
」
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聞
こ
れ
か
ら
の
稲
田
管
理
に
一
で
天
候
が
崩
れ
、
一
時
的
大
雨
一
出
さ
せ
、
稔
突
を
よ
く
す
る
。

一
も
の
が
あ
る
と
き
に
は
M
C
P

つ
い
て
聞
き
た
い
。
一
が
あ
る
見
込
み
で
す
が
、
十
五
一
こ
の
呼
吸
作
用
で
肥
料
吸
収
、
一
や
二
四
D
を
撒
布
す
る
。
跡
回

答

付

余
計
だ
と
思
う
肥
料
は
一
日
頃
に
は
梅
雨
あ
け
と
な
り
ま
一
稔
突
の
仕
事
が
で
き
る
の
で
す

一
に
は
水
中
二
四

D
を
用
い
る
。

絶
対
に
や
ら
な
い
こ
と
。

一
し

よ

う

。

一

悼

と

め

草

は

何

時

ゃ

る

か

。

一

何

れ

も

除

草

効

果

の

他

に

長
く

こ
の
頃
窓
か
ら
眺
め
て
い
る

一

そ
の
頃
は
夏
型
の
よ
い
気
候
一
除
草
剤
の
撒
布
は
、
と
め
草
一
な
り
過
ぎ
る
も
の
に
は
伸
び
過

と
チ
ラ
リ
/
¥
と
撒
い
て
い
る

一
が
続
く
だ
ろ
う
と
の
事
で
す
が
一
は
出
穂
の
三
五
日

l
四
O
目
前
一
ぎ
な
い
効
果
が
出
て
、
倒
れ
な

の
を
見
受
け
ま
す
。
長
期
予
報
一
と
に
角
、
天
候
の
不
安
な
聞
は
一
に
や
り
た
い
も
の
で
す
。
市
内
一
い
で
稔
突
が
よ
く
増
収
に
な
る

か
ら
窒
素
三
割
減
量
方
を
お
願

一
窒
素
を
控
目
に
し
、
出
穂
前
二
一
に
多
い
新
石
白
等
な
ら
七
月
十
一
と
云
う
も
の
。

い
し
ま
し
た
の
で
今
そ
の
補
充

一
十
五
日
の
幼
穂
形
成
期
に
色
の
一
日
頃
に
終
り
、
若
し
そ
の
頃
に
一
伺
葉
イ
モ
チ
の
防
除
。

大

島

昭

夫

(

村

木

小

)

を

さ

れ

る

こ

と

は

も

っ

と

も

の

一

出

る

程

で

は

な

い

が

硫

安

反

当

一

と

り

終

え

な

か

っ

た

ら

田

の

草

一

葉

イ

モ

チ

は

二

毛

作

の

前

代

高

月

啓

子

(

大

町

小

)

こ

と

で

す

が

、

こ

の

頃

の

稲

の

一

i
l
Z
3
3
3
3
j
2
4
3
3
3
3

あ
る
い
は
つ
け
苗
か
ら
発
生
護

憲

君

(

東

部

中

)

色

が
赤
い
の
は
肥
料
不
足
で
は

一

弘
三
三
一
山
一

川詩泉Jd弓守吋円可巧刊巧弓吋寸コ三(J三…
二

…

あ

す

;

り;i
ま

z;
せ
芝Zん~口
元
夏

5?
気
祭
?
がTよ
い

弘

の

:
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P
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守
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け
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で
肥
料
の
消
化
が
よ
く
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来
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長
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併
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佐
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標
語
入
選
者
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1

イ
毛
チ
菌
は
摂
氏
二
四
|
二

四

年

松

本
糸
美
(
大
町

小

)

に

な

っ

て

い

る

だ

け

で

す

。

一
最
高
二

〆

位

や

っ

て

頂

き

た

い

八

度

ま

で

の

温

度

と
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湿

度

九

平
年
の
ツ
ュ
上
り
に
は
梅
雨

一
も
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で

す
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れ
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肥

効

の

消
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%

以

上

に

な
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ま

す

と
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山

口

郷
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中
の
黒
い
色
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照
る
に
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え
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頃
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色

が

き

り

と
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、
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一年
の
稲
色
は
そ
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肥
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化
物
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で
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突
が

よ

く

れ

ま

す
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岡
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葉
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一
今
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の
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下
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浜
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敏
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)
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)
壱
百
円

一

左

の

三
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方

よ

り

何
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の

一

後

半

か

ら

の

梅
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模
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七

首

日

進

展

し

ま

す
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ら

葉

イ

毛

一
¥
市
内
村
木
駅
前
通
り
志
社
会
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祉
援
護
資
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の
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恐
ろ
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問
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西
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信

一
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に
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寄
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が

あ

り

ま

し

こ

三

月

上

旬

末

か

ら

中

旬

初

め

頃

に
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つ

け

て
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牛
乳
な
ど
脂
肪
の
多
い
食
べ
物

も
大
切
。
夏
は
機
厚
な
料
理
よ

り
は
、
あ
っ
さ
り
焼
く
か
、
ゆ

で
る
か

「
か
け
酢
」
「
か
け
汁

」
な
ど
で
な
ま
ぐ
さ
み
を
消
す

工
夫
を
す
る
と
よ
い
。
と
く
に

食
欲
を
刺
激
す
る
味
っ
け
に
工

夫
が
欲
し
い
。
ま
た
食
卓
に
で

き
れ
ば
毎
日
生
野
菜
か
新
鮮
な

果
物
を
一
皿
そ
え
た
い
も
の
で

す。

防

犯

作

品
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選
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今
春
二
月
募
集
し
た
防
犯
作

品
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ポ
ス
タ
ー
一
八
九
枚
、
標

語
一
O
一
語
応
募
あ
り
ま
し
た

処
審
査
の
結
果
次
の
二
十
六
名

が
入
選
さ
れ
、
そ
れ
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叉
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伸
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催
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諭平 晋子吉

料
根
に
呼
吸
を
さ
せ
る
。

除
草
毎
の
田
干
し
、
排
水
の

水
の
動
き
等
に
よ
っ
て
根
が
呼

吸
を
す
る
か
ら
根
腐
れ
に
な
ら

な
い
。

今
出
て
い
る
茎
に
穂
を

し、

て

と
り
を
止
め
て
除
草
剤
を
撒
き

ま
し
ょ
う
。

農
林

一
号
、
藤
坂
五
号
等
は

六
月
二
十
日
頃
で
す
が
、
そ
れ

以
後
に
な
る
と
除
草
作
業
の
た

め
に
根
を
切
ら
れ
ま
す
。
根
の

の
再
生
力
は
幼
穂
形
成
期
に
は

三
分
の
一
、
そ
の
後
に
な
れ
ば

三
O
分
の
一
に
低
下
し
、
収
量

も
一
四
%
減
収
す
る
。

除
草
し
た
が
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あ
と
に
雑
草

が
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え
て
見
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し
の
び
な
い

も
雑
音
の
小
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い
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で
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キ
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灯
線
に
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る
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光
灯
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音
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デ
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オ
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迷
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け
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訳
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え
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付
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ま
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防
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円
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百
円
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で
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か
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、

ラ
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オ
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で
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し
て
下
さ
い
。
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